
地
域
の
自
然
・
食
・
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
。

初
め
て
訪
れ
る
場
所
、
一
度
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
場
所
、
自
分
の
足

で
ペ
ダ
ル
を
踏
み
、
訪
れ
る
こ
と

で
、
ま
だ
知
ら
な
い
県
南
地
域
の

一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
と
個
性
豊
か
な
各
地
域
の
温

泉
や
海
の
幸
、
山
の
恵
み
。
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
資
源
と

直
接
触
れ
合
え
る
と
い
う
点
で
は

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
最
適
と

も
言
え
ま
す
。

あ
な
た
も
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
旅
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

特
集　
ペ
ダ
ル
を
踏
め
ば
始
ま
る
新
し
い
旅
（
終
）

さ
あ
今
こ
そ
、
自
転
車
に
乗
っ
て

旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
―
―

　【特集】ペダルを踏めば始まる新しい旅
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八
代
、
水
俣
・
芦
北
地
域
は
、
不
知
火

海
や
九
州
山
地
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
を

有
し
て
お
り
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

石
橋
群
や
古
く
か
ら
の
温
泉
地
が
あ
る
一

方
で
、
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
な
ど
、
新

旧
併
せ
持
っ
た
歴
史
・
観
光
施
設
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
温
暖
な
気
候
の
も
と
育
ま

れ
た
豊
か
な
食
文
化
や
、
美
し
い
不
知
火

海
の
景
観
を
生
か
し
た
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
な
ど
、
多
種
多
様
な
観
光
資
源
も

有
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
や
鉄
道
網
な
ど
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
も
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
広
範
囲
か

ら
の
誘
客
が
期
待
で
き
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
最
適
な
地
域
で
す
。
自
転
車

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
こ
と
や
、
環
境
に
配
慮
し
た
移
動
手

段
で
あ
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　

令
和
４
年
11
月
に
は
、
八
代
、
水
俣
・

芦
北
地
域
の
２
市
３
町
で
「
八
代
及
び
水

俣
・
芦
北
地
域
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
」
を
策
定
し
、
県
や
市
町
が
管
理
す
る

道
路
を
中
心
に
４
つ
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

を
選
定
。
八
代
、
水
俣
・
芦
北
地
域
サ
イ

ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
道
の
駅
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
。

　

す
で
に
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
る
た

め
、
自
転
車
走
行
空
間
で
路
面
の
舗
装
・

補
修
や
自
転
車
マ
ー
ク
、
矢
羽
根
表
示
な

ど
の
設
置
も
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

た
ち
に
も
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
食
や
景
色
、
歴
史
・
文
化
な
ど
、

豊
富
な
観
光
資
源
の
魅
力
を
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
県
内
外
多
く
の
人

に
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

八代～水俣地域の魅力を
サイクリングを通じて発信したい

海外からの観光客を増加させるためのインバウンド施策により、旅行の内容は買い
物主体の「モノ消費」から体験型が主体の「コト消費」へシフトしています。その
体験型観光の一つとして、サイクルツーリズムが注目されています。
令和３年11月に発足した「八代及び水俣・芦北地域サイクルツーリズム推進協議会」
の発足までの経緯とサイクルツーリズムの魅力、今後の展望をお聞きしました。

熊本県県南広域本部 
総務部振興課

小
しょうじなが

路永  凌
りょう

さん

八代及び水俣・芦北地域
サイクリングマップ

快適で安全なサイクリングをするために、基
本的なルールをしっかりと守りましょう。
【自転車安全利用のための５則】
❶車道が原則、左側を通行。歩道は例外で
　歩行者を優先
❷交差点では信号と一時停止を守って安全確認
❸夜間はライトを点灯
❹飲酒運転は禁止
❺ヘルメットを着用

　自転車の基本ルール

ルート設定のしやすさ、シェアのしやすさ
などでロードバイク乗りの使用率が高い
ルート作成アプリ「Ride with GPS」。ルー
トを設定すると詳細な距離と高低図が表
示されるほか、誰かが作ったルートをなぞっ
て走ることもできます。ナビ画面にはリア
ルタイムで走行距離、時間、
獲得標高、平均速度などを
表示。

　自転車向け汎用アプリ（Ride with GPS）との連動

App Store

Google Play


